
蒲生中学校

〇 家庭学習の基本的な考え方

★ 学校で学んだことを家庭で復習することで，基礎基本の定着を図る。
★ 学習の『時間より，質と量の充実』を図る。「授業と結びつけた家庭
学習」による家庭学習のメリットを全職員で共通理解し，全家庭にＰＴ
Ａ等で周知する。
★ 子供の興味や関心を広げるための学習を行い，自己学習の深化を図り，
知識や視野を広げる。
★ 生活のリズムを整え，睡眠時間を確保し，宿題をする習慣をつける。
★ テレビやゲーム，スマホ等の電源を切り，静かな環境で学習する。
（携帯電話、スマホ、ゲーム等午後９時電源オフ）
★ テスト期間に「家庭学習強調週間」を設定する。その期間に学習計画
表を作成し，学校と保護者が連携して，学習の取組内容と時間を把握す
る。
★ 家庭での援助（保護者）
〇 定期テストの前だけではなく，毎日，家庭学習に取り組めるように
する。
〇 学習する時間を決め，整理整頓をし，計画を立てて学習が進められ
るようにする。
〇 子供の自己肯定感を育てるために，ほめたり，励ましたりすること
を推奨し，子供の伸びを見逃がさず，ほめるようにする。

〇 工夫した点

★ポイント
教科書の本文の音読→ 音読カードを作成して保護者に聞いてもらう。サインをもらう。

授業と連動した家庭学習→ 授業の帯学習で，音読の練習に取り組み，ペアで確認し合
う。

授業の予習→ 教科書のＱＲコードを読み取り，次の授業で学習する本文の音読に取り
組む。

＜声に出して読む＞
教科書を声に出して読む練習を毎日少なくとも３回以上は取り組む。教科書に掲載して
いるＱＲコードを読み込んで，自分で音読の練習ができるように保護者に周知する。英語
が苦手な生徒は，「習ったその日に音読」することを徹底させる。

＜保護者との連携＞
音読カードの活用を図り，保護者にも毎日聞いてもらう。また，上手に読めたところや
上達したところなど，どんな小さな点でもほめた上で，振り返りを行い，評価してもらう。

「家庭学習ＭＧＣ」実践例

【中学１年生 英語のＭＧＣ】
「教科書の本文をスラスラ読めるために，音読練習に取り組ん
だ家庭学習」

（様式１）

授業と結びつけた家庭学習
○ 子供が次時の授業にワクワクした気持ちで臨むことができます。
○ 子供が自分のゴールを設定し，意欲的に学習に取り組むことができます。
○ 子供が自分のペースで納得できるまで取り組むことができます。
○ 教師は子供の頑張りや考えをもとにした授業づくりができます。
○ 保護者に授業の様子が伝わり，学習に対する理解や協力を得ることができ
ます。

～校内学習指導改善委員会資料より～

〇 ＭＧＣの取組


